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（月刊）

～
冷
え
は
万
病
の
も
と
～

お
腹
が
冷
え
て
い
る
と
色
々
な
病
・
症
状
が
現
わ
れ
ま
す
。

　

本
草
閣
は
「
へ
そ
袋
」
な
る
も
の
を
作
り
ま
し
た
。

【
塩
＋
遠
赤
外
線
の
出
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
＋　

種

の
薬
草
】
が
不
燃
の
布
袋
に
入
っ
て
お
り
、

レ
ン
ジ
で
温
め
る
だ
け
の
簡
単
お
灸
で
す
。

寝
る
時
、　

を
見
な
が
ら
、
読
書
時
等

リ
ラ
ッ
ク
ス
時
に
お
ヘ
ソ
の
上
に
乗
せ
て
下
さ
い
。

と
て
も
気
持
良
く
、
内
臓
の
働
き
が
活
発
に
な
り
、

お
腹
か
ら
じ
わ
じ
わ
指
先
へ
と
、
全
身
が
ポ
カ
ポ
カ

　

特
に
冷
え
が
気
に
な
る
方
は
へ
そ
袋
と
自
分
に
合
っ
た

漢
方
薬
（
西
洋
学
は
冷
え
を
疾
患
と
見
な
し
ま
せ
ん
が
、
漢
方
薬
は

冷
え
改
善
を
と
て
も
得
意
と
し
ま
す
。
）
を
併
用
し
、
身
体
の
中

か
ら
の
体
質
改
善
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

と
長
時
間
温
ま
り
、
冷
え
に
よ
り
起
こ
っ
た
前
記
症
状
を

を
和
ら
げ
、
自
己
治
癒
力
を
高
め
る
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、　

種
の
薬
草
の
香
り
が
脳
を
刺
激
し
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
を
高
め
、
安
眠
へ
と
導
き
ま
す
。

貴
女
の
お
腹
（お
中
）
、

     
実
は
冷
え
て
い
ま
せ
ん
か
！？

・
下
痢
・
便
秘
・
生
理
不
順
・
生
理
痛
・
痔

・
不
妊
・
腹
痛
・
腰
痛
・
肩
こ
り
・
疲
労
感

・
膀
胱
炎
・
坐
骨
神
経
痛
・
不
眠
・
む
く
み

・
肌
荒
れ
・
目
の
下
の
ク
マ　

等

　

冷
え
性
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
起
き
、
現
代
で
は
女
性

の
２
人
に
１
人
が
冷
え
性
と
言
わ
れ
、
男
性
の
冷
え
性
も

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

昔
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
お
腹
を
冷
や
さ
な
い
、
冷
さ

な
い
」
と
口
癖
の
様
に
言
っ
て
い
た
の
を
、
覚
え
て
い
る

方
も
た
く
さ
ん
い
る
は
ず
で
す
。

日
本
で
は
昔
か
ら
、
お
ヘ
ソ
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

「
雷
が
鳴
っ
た
ら
臍
を
隠
せ
」
と
い
う
言
い
伝
え
の
も
そ

の
一
種
で
す
。
伝
承
的
治
療
法
の
中
に
ヘ
ソ
灸
や
、
塩
を

焼
き
お
腹
に
乗
せ
て
温
め
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。　

　

お
ヘ
ソ
は
体
の
中
心
（
お
中
）
。
お
ヘ
ソ
を
温
め
る
と

内
臓
全
体
が
温
ま
り
働
き
を
活
発
に
し
、
血
流
が
良
く
な

り
、
血
液
を
身
体
の
す
み
ず
み
ま
で
行
き
届
か
せ
ま
す
。
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厚
着
を
す
る

入
浴

食
事

下
半
身
の
筋
力
を
つ
け
る　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
。

下
着
を
工
夫
す
る

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い

エ
ア
コ
ン
を
控
え
、
冬
は
厚
着
を
し
、
就
寝
時
は
温
か
い
お
布
団
で
。

（
時
に
は
カ
イ
ロ
を
活
用
。
湯
た
ん
ぽ
も
○
）

背
筋
を
伸
ば
し
、
か
か
と
を
つ
け
大
股
気
味
に
少
し
早
め
の
速
度
で
。

歩
い
て
い
る
事
を
意
識
し
ゆ
っ
く
り
呼
吸
を
し
な
が
ら
。

（
楽
し
い
事
を
考
え
た
り
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
歩
く
と
効
果
Ｕ
Ｐ
）

前
向
き
な
思
考
は
血
流
を
促
す
。

（
流
れ
が
悪
い
と
低
体
温
に
）

腹
巻
、
ズ
ボ
ン
下
、
ス
パ
ッ
ツ
（
レ
ギ
ン
ス
）
、
靴
下 

重
履
き
等
、

お
腹
よ
り
下
を
温
め
る
。(

マ
フ
ラ
ー
、
マ
ス
ク
も
体
温
保
持
に
◎)

（
漢
方
的
に
は
「
頭
寒
足
熱
」

 

と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
理
想

的
な
基
本
バ
ラ
ン
ス
を
指
す
）

シ
ャ
ワ
ー
の
み
で
は
な
く
、
必
ず
湯
船
に

（
下
半
身
浴
が
オ
ス
ス
メ
。
こ
の
時
ゆ
っ
く
り
体
を

　

温
め
る
。
温
め･

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
の
あ
る
入
浴
剤
を
）

　

岩
盤
浴
、
サ
ウ
ナ
等
も
オ
ス
ス
メ

・
体
を
冷
や
す
食
べ
物
を
控
え
る

 
 
 
 

　

白
い/

柔
ら
か
い
も
の(

白
砂
糖
、
バ
タ
ー
、
パ
ン
等)

、

 
 
 
 

　

南
国
が
原
産
地
の
も
の
、
水
分
の
多
い
も
の　

　

 

　

 

果
物
の
中
で
も
、
梨
、
ス
イ
カ
、
柿
等
は
特
に
身
体

 
 
 

　
　

を
冷
や
す
。
生
野
菜
は
火
を
通
す 

13

13

TV

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

は
熱
産
生
量
が
少
な
く
、
お
腹
の
中
ま
で
届
か
ず
効
果
少
。)

へそから
指４本下

みぞおちと
ヘソの中間

足の指を曲げた時
くぼみができる場所

関元

中院

湧泉

冷えに効く
　　ツボ
E

取
り
入
れ
る
食
物
─
濃
い
色　

硬
い　

北
国
が
産
地

　
　
　
　

 
 

　
　
　

穀
類
・
根
菜
類
・
豆
類

身
体
を
温
め
る
お
酒
─
日
本
酒

　

（
ま
た
は
紹
興
酒
、
赤
ワ
イ
ン
、
梅
酒
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
）

・
水
分
を
取
り
過
ぎ
な
い

　
　
　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
持
ち
歩
き
な
ど
×
。
湯
冷
ま
し
や
、

　
　
　

身
体
を
温
め
る
お
茶
で
温
か
い
も
の
を
少
し
ず
つ
）

冷
え
予
防
の
食
材

生
姜
、
ね
ぎ
、
山
椒
、
蕃
椒
、
胡
椒
、(

七
味)

唐
辛
子
、

ウ
イ
キ
ョ
ウ
（
フ
ェ
ン
ネ
ル
）
、
黒
砂
糖　

等

ポ

カ
ポカ Z

Z
Z
..

ポ

ポ
カ

カ

月刊

本
草
閣か

わ
ら
版
1 ２ 月 ２ ０ 日

～
民
間
薬
よ
も
や
ま
話
～

第　

回　

サ
ン
シ
ョ
ウ･

･
･

山
椒
（
ミ
カ
ン
科
）　

５９

　

山
椒
は
人
家
の
庭
な
ど
で
も
普
通
に
見
ら
れ
る
落

葉
の
低
木
で
、
葉
を
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
が
食
べ

ま
す
。
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
山
椒
の
果
実
が
発
見

さ
れ
る
な
ど
、
古
く
か
ら
香
辛
料
や
薬
用
と
し
て
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
果
実
は
臭
み
消
し
と
し
て
う
な

ぎ
の
蒲
焼
に
、
若
い
芽
は
木
の
芽
と
呼
ば
れ
、
懐
石

料
理
の
彩
り
に
添
え
ら
れ
ま
す
。

　

漢
方
で
は
、
果
皮
を
蜀
椒
と
呼
び
、
辛
味
成
分
が

体
を
温
め
、
冷
え
か
ら
来
る
症
状
に
対
し
て
、
健
胃
、

腹
痛
を
鎮
め
る
、
子
宮
を
温
め
る
等
の
働
き
が
あ
り

ま
す
。
（
漢
方
処
方
で
は
大
建
中
湯
な
ど
）

　

ま
た
、
正
月
に
飲
む
屠
蘇
の
材
料
で
も
あ
り
ま
す
。

漢
方
名
─
蜀
椒(

シ
ョ
ク
シ
ョ
ウ
）

別
名
─
椒(

は
じ
か
み) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
山
椒
は
小
粒
で
ぴ
り
り
と
辛
い
～

・
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー　

1.8

　

(

焼
酎
、

ブ
ラ
ン
デ
ー
、

ウ
イ
ス
キ
ー
で
も
可)

・
山
椒　

125　

  

・
甘
味
料　

200

日
常
気
を
つ
け
る
事

g

g

サンショウ酒

L

冷えから来る
　胃もたれ
　胸焼け
　胃弱に

お正月休み　１２月２８日(日)～１月４日(日)　お薬の配送─１２月２７日(土)午前中　まで
　


